
第９０回 米国癌学会 
■１９９９年４月１０日～１４日 米国ペンシルバニア州・フィラデルフィア 

■日本語訳 
これまでのわれわれの研究から､マウスを用いた皮膚二段階発がん
試験で一酸化窒素（NO）ドナーに発がんイニシエーション効果を見出した｡ 
イニシエーターとしてNOドナー､プロモーターとしてTPAを用いて
実験をおこなったところ､20週間目で顕著な腫瘍の発生を認めた｡この
ような実験におけるがん予防としての興味から､天然物由来化合物を
用いたところ､NOドナー発がんに対して予防効果を示したので､これら
種々の化合物がNOの生理活性に対して抑制的に作用する可能性が
考えられた｡ 
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CALL FOR ABSTRACTS 90th Annual Meeting American Association for Cancer Research

｢Chemoprevention of nitric oxide donor-induced carcinogenesis by naturally occur-ring compounds.」 
天然物由来化合物を用いた一酸化窒素発がんに対するがん予防効果 
Tokuda,H.,Okuda,Y.,Mukainaka,T.,Okuda,M.,Takasaki,M., Konoshima,T.,and Nishino,H. Kyoto Prefectural University of Medicine,Kyoto, 
602-0841 and Kyoto Pharmaceutical University,Kyoto607-8414 JAPAN

生薬学会欧米合同シンポジウム 
■１９９９年７月２６日～３０日　オランダ・アムステルダム 

■日本語訳 
永年に渡ってわれわれが行っている飲用茶の研究過程で､飲用
茶の一種であるタベブイア･アベラネダエ内部樹皮抽出液とその中に
含まれる成分が､7,12－dimethyl（a）anthraceneによる発がん作用に
対し抑制し､がん予防効果を認めた｡このような効果のさらに詳細な
検討して､一酸化窒素による発がん作用に対し､タベブイア･アベラ
ネダエ内部樹皮抽出液による抑制効果を検討したところ､発生した
腫瘍数の減少を認め､この物質のがん予防効果がより巾広い作用を
示すと考えられた｡ 
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｢CHEMOPREVENTIVE ACTIVITIES OF TABEBUIA AVELLANEDAE AND ITS CONS-TITUENT 
AGAINST NITRIC OXIDE INDUCED CARCINOGENESIS」 
一酸化窒素発がんに対するタベブイア･アベラネダエ抽出物とその含有成分のがん予防効果 
S.Ueda,H.Tokuda,H.Nishino
Department of Pharmaceutical science,Kyoto University 606,Kyoto Prefectural Un-iversity of Medicine,Kyoto,602

第９回 米国癌協会年次研究会 
■１９９９年９月２日・３日　米国ワシントンＤ．Ｃ． 

■日本語訳 
ブラジルの伝承医学文献による多くの研究で､タベブイア･アベラネ

ダエ抽出物が色 な々疾患に対して有効であると示されている｡この木の
粉末（タヒボジャパンより提供された内部樹皮試料）の水抽出物をマウス
に経口投与するとDMBAを発がんイニシエーター､ TPAを発がんプロ
モーターとする皮膚発がんまた4NQO､8%グリセロール作用による肺発
がん実験系で抑制効果を示した｡その作用として､この物質の抗酸化
作用ががん等の病変に対して重要な作用を示すことが考えられる｡最近､
われわれはタベブイア･アベラネダエの含有成分であるラパコールまた
２-（１-ヒドロキシエチル）-５-ヒドロキシナフト［２,３-b］フラン-４,９-ディオンに､抗発
がんプロモーター短期検出法並びにDMBA､TPAを用いたマウス皮膚発
がん試験において､同様に抑制効果を示す結果を得た｡これらの所見
はこの化合物が､がん予防を目的とした試薬に有用であることを示唆する｡ 
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｢TABEBUIA AVELLANEDAE EXT."AHEEBO":A NEW USEPUL,TEA-AS CANCER CHEMOPREVENTOR.」 
がん予防剤としての新しい有用な茶であるタベブイア･アベラネダエ抽出物 “タヒボ"
Harukuni TOKUDA1,Eiichiro ICHIISHI1,Toshikazu YOSHIKAWA1,Hoyoku NISHINO1 and Shinichi UEDA2

1Kyoto Prefectural University of Medicine,Kyoto,602-0841
2Kyoto University,606,Kyoto,JAPAN.
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